
調査研究部会報告➊ 

ビブリオバトルを沖縄の図書館活動・ 
読書推進にどう生かすか？ 
平成 27 年度沖縄県立図書館「図書館セミナー」の報告 

山口真也・望月道浩・山内久江 
 
■はじめに・セミナー開催の経緯 

 沖縄県図書館協会調査研究部会では、メン

バーである山口と望月を中心として、平成 27
年度の活動の 1 つとして、沖縄県立図書館(研
修室)において、2015 年 10 月 31 日(土)に開

催された「図書館まつり」内のイベント「図

書館セミナー」の運営に関わる機会をいただ

いた。「図書館セミナー」の今年度のテーマは

「ビブリオバトル」であり、図書館関係者、

学校関係者を招待して、大学生によるビブリ

オバトルの実演も交えながら、その意義や方

法、課題をともに考える場として設けられた。 
 本稿では、当日のセミナーの様子を、時間

の都合により不十分になってしまった部分を

補足しつつ、セミナー後に実施したアンケー

ト結果や参加者の感想もあわせて報告したい。 
 
■第一部 ビブリオバトルってどんなも

の？ (報告者：沖縄国際大学 山口真也) 

(1) ビブリオバトルの公式ルール 

まず「ビブリオバトル」の概要について山

口から報告させていただきます。と言っても、

私自身は別にビブリオバトルの専門家という

立場ではなく、2013 年に大学生の大会の地区

予選の運営に少し関わったことがあるくらい

なので、ここでは公式サイトや関連書籍の内

容をもとに簡単に概要をまとめさせていただ

きます 1。 
「ビブリオバトル」とは、読書好きが集ま

って 5 分間で本を紹介しあい、「なぜこの本

を読もうと思ったのか？」、「この本を読んで

得たものは？」などのディスカッションを行

い、各自が読みたくなった本 1 冊を選んで投

票し、多数決で「チャンプ本」1 冊を選出す

る書評会です。 
 

 

 
ビブリオバトルは「知的書評合戦」とも呼

ばれていて、立命館大学准教授の谷口忠大氏

が京都大学大学院時代(2007 年に)考案し、全

国各地で開催されています。開催地は、書店

や図書館といった本・読書に関わる場だけで

なく、小中学校の教室(クラス単位で)、カフ

ェ、ライブハウス、居酒屋、河原、山頂、古

民家、同窓会、企業研修、婚活イベントなど

にも広がっているそうです。このほかにも、

立命館大学では「英語でビブリオバトル」、大
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1「知的書評合戦ビブリオバトル公式サイト」

http://www.bibliobattle.jp/, 2015.10.24 アクセス、谷

口忠大『ビブリオバトル 本を知り人を知る書評ゲー

ム』(文春新書), 文藝春秋, 2013、ビブリオバトル普

及委員会編著『ビブリオバトル ハンドブック』子ど

もの未来社, 2015、粕谷亮美・谷口忠大『ビブリオバ

トルを楽しもう―ゲームで広がる読書の輪』さ・え・

ら書房, 2014、ビブリオバトル普及委員会・吉野英知

編著『ビブリオバトル入門―本を通して人を知る・

人を通して本を知る』情報科学技術協会, 2013 



阪市立図書館では中学生、小学生限定で、ビ

ブリオバトルと漫才を組み合わせたイベント

も開催されています。先ほどルールを説明し

ましたが、開催地の地域性や利用者の属性を

ふまえてルールをアレンジすることもできる

ようです。 
全国の大学生を対象とする全国大会(首都

決戦)は 2010 年から開催されており、今年も

12 月に開催が予定されています。「全国高等

学校ビブリオバトル」は、以前は関東大会と

関西大会が別々に開催されていましたが、

2015 年 1 月にはじめて全国大会が実施され

ています。文部科学省による「第三次子ども

の読書活動の推進に関する基本計画」の中で

も「全国に普及することが望まれる」と触れ

られていますので 2、今後、学校現場での取

り組みもさらに盛んになっていくものと思わ

れます。 
 
(2) ビブリオバトルの効果 

「ビブリオバトル」にはどのような効果が

あるのでしょうか。もともとは楽しいゲーム

ですので、あまり教育的な効果は求めないほ

うがよいという意見もあるのですが、よく指

摘されることとしては次のような効果が挙げ

られます。 
➊ 孤独な営みになりやすい読書の面白

さ・楽しさを共有する。 

読書の中にはもちろんプライバシーも含ま

れますが、その一方で、面白かった本のこと

は誰かに話したいと思うことも自然なことで

す。ただし、本の感想を語り合う場所はそれ

ほど多くはありません。ビブリオバトルがそ

の場所の 1 つとして期待されています。 
➋ 人を通して本を知る。 

ビブリオバトルのキャッチコピーとしても

よくつかわれるフレーズです。これは、身近

な知人・友人を通して新たな本と出会いを広

げ、世界を広げていく、ということです。1

人 1 人の読書の世界は意外に狭く、「この人

が面白いと言っているなら読んでみようかな

…」という気持ちになることで、読書の世界

はますます広がっていきます。 
➌ 本を通して人を知る。 

これもビブリオバトルのキャッチコピーの

1 つです。例えば、会社の同僚同士、クラス

メイトなど、同じコミュニティで生活を送る

ことになったけれど、お互いのことをまだよ

く知らない、という微妙な時期があります。

ビブリオバトルは本のことを語りつつ、自分

のことを語っている面もありますので、そう

した時期に開催すると、自己紹介代わりにな

り、人間関係が深まると言われています。ま

た、お互いのことをよく知った仲間内でも、

人が他人に見せる顔というのはごく一部です

ので、ビブリオバトルを通して意外な一面を

知ることができるかもしれません。 
➍ 本を通して想いを伝える。 

この効果にはいろいろな捉え方ができると

思いますが、本日は学校関係者、図書館関係

者が多いので、「教育」という観点からとらえ

てみたいと思います。先ほども言いましたが、

ビブリオバトルは本を語りながら、自分自身

を語っている部分が多々あります。本を語り

ながら、自分を語ることは自分自身を見つめ

なおしていく作業にもつながります。そうし

た「自分語り」の機会を提供することは人の

自立・成長を支援するという教育の大きな役

割につながってくると思います。そういう意

味で、学校や公共図書館がビブリオバトルに

取り組むことには、教育的な役割が期待でき

るのではないかと思います。 
 

(3) ビブリオバトルの種類・方法 

ところで、ビブリオバトルの話を図書館関

係者にすると、「楽しそうだけどいざやるとな

ると結構大変そう…」という声もよく耳にし

ます。実は私も「ビブリオバトルをやりませ

んか？」と声をかけていただいたときには同

じような気持ちになりました。確かに、ビブ

リオバトルの全国での取り組みを調べてみる

と、図書館での取り組みとしては、大掛かり

──────────────
2「第 5 章 子どもの読書活動の推進のための方策 V
普及啓発活動」『第三次子どもの読書活動の推進に関

する基本計画』文部科学省, 2013, p.26 



なイベントの写真や開催情報とか多く出てき

ます。しかし、そうした大規模イベントだけ

がビブリオバトルではありません。 
「お気に入りの 1 冊とカウントダウンタイ

マーさえあれば、いつでも・どこでも・だれ

とでもできるのがビブリオバトル」という言

葉もあります。①イベント型というのはビブ

リオバトルの種類の 1 つにすぎません。他に

も、②少人数によるコミュニティ型、③ワー

クショップ型、というのがあるそうです。 
少人数によるコミュニティ型とは、ビブリ

オバトルの原型とも言えるものだと思います。

気心の知れたメンバーが集まってやりますの

で、イベント型のような緊張感もありません

し、ビブリオバトルの楽しさを知るにはまず

この形がいいのではないでしょうか。なお、

この後、予定している大学生による実演では

このコミュニティ型を楽しんでやっている様

子を皆さんに見てもらう予定です。 
もう 1 つのワークショップ型は、コミュニ

ティ型を学校のクラスなどで複数同時進行す

る形式をイメージしてもらえばよいと思いま

す。教室の前にカウントダウンタイマーを映

し出して、5 人ずつくらいで机を寄せ合って

やってみるというような方法です。ビブリオ

バトルの最適な人数は 5～6 人くらいと言わ

れていますので、クラスで取り入れるにはこ

の方法がベストではないかと思います。 
 

(4) 県内での実施状況 

最後に、沖縄県でのビブリオバトルの開催

状況をご紹介します。 
2013 年には、私のゼミの学生も参加して、

大学生のビブリオバトル大会の予選会が県内

で行われています。この時は、沖縄国際大学

と琉球大学図書館、さらにジュンク堂でそれ

ぞれ予選会が行われました。全国大会への参

加をかけた県大会はジュンク堂で行われ、沖

縄国際大学の学生が参加しています 3。 
 

 
【ビブリオバトル全国大会の様子、YouTube より】 

 
同じ頃から、県立高校の司書である手登根

千津子先生が、北部地区の高校司書の方々を

集めてビブリオバトルを行っておられます。

この取り組みのユニークな点は、「高校生に勧

める本」というテーマで職員研修として開催

されている点です 4。 
 

 
【県立高校では職員研修の一環として実施】 

 
2014 年 11 月には、うるま市の中学校の図

書委員の代表が「うるま市読書活動フェステ

ィバル」というイベントの中でビブリオバト

ルを行っています 5。このイベントは数年に 1
回しか開催されないため、今後、ビブリオバ

トルを継続するかどうかはまだ決まっていな

────────────── 
3 予選会の様子は、伊波恵理奈＋文化情報学研究室

「ビブリオバトル 沖縄国際大学予選会実施報告・

感想レポート」『沖縄県図書館協会誌』第 17 号, 
pp.90-93 参照。 
4 取り組みの様子は、手登根千津子(執筆代表)「学校

司書で取り組んだビブリオバトル大会」『沖縄県図書

館協会誌』第 18 号, pp.80-84 参照。 
5 イベントの様子は、仲宗根里菜「うるま市読書活動

フェスティバルに参加して」『沖縄県図書館協会誌』

第 18 号, pp.89-92 参照。 



いそうですが、このイベントの主催者の 1 人

である市立東中学校の司書、座間味利美子先

生のお話では、東中学校ではその後も図書委

員同士のビブリオバトルが継続的に行われて

おり、図書委員会行事として定着してきてい

るそうです。 
 

 

【うるま市読書フェスティバルの様子】 

 
高校生によるビブリオバトル大会も昨年度

から全国大会の予選会が県内でも行われるよ

うになっています。県立泊高校の梅野誠先生

が事務局担当となって、今年も 11 月 11 日に

地区大会が開催されることになっているよう

です。 
このように県内でも少しずつ取り組みが広

がりつつありますが、調査研究部会が把握で

きたのはこの 4 つの取り組みだけでしたので

(他にもあるかもしれませんが)、県外に比べ

るとまだまだこれから、という状況とも言え

るかもしれません。 
本日は「セミナー」ということで、これか

ら「うちの図書館でも」「うちの学校でもビブ

リオバトルをやってみようかな？」と思って

いる方が多いと思います。私の前座はこのく

らいにして、大学生によるビブリオバトルの

実演を見ていただきたいと思います。 
 
■第二部 ビブリオバトルの実演 

(沖縄国際大学 図書館情報学ゼミ生) 

これから、沖縄国際大学の図書館情報学ゼ

ミに所属している学生 5 人(＋司会 1 人)によ

るビブリオバトルを実演いたします。 

まず「設定」をお伝えします。先ほどもお

伝えしましたが、本日の実演は「イベント型」

ではなく、「少人数によるコミュニティ型」で

のビブリオバトルを見ていただきたいと思っ

てこういうセットを組んでみました。 
 

 
 
これから、こちらにいる学生たちに、「図書

館情報学ゼミの研究室で、月に 1 回の「定例

ビブリオバトル」を楽しんでやっているとい

う設定で、実演をしてもらいたいと思います。

こちら側が研究室で、皆さんとの間には壁が

あることになっています。ただし、会場のみ

なさんにも参加していただきたいので、みな

さんは、“研究室で面白そうなことをしている

ので、それを廊下の窓から覗き込んでいる野

次馬”という設定で参加していただければと

思います。本日、こちらにいる 6 人はリハー

サルを授業の中で何度かしてきているのです

が、発表からディスカッションまで全部シナ

リオ通りでは面白くないので、ビブリオバト

ルの醍醐味である「ライブ感」も大事にする

ために、発表後のディスカッションでは、「野

次馬ですが～」という感じで、飛び入りで質

問していただいても OK ということにします。

そして、最後の投票も、ここにいる皆様全員

にお願いしたいと思います。手元に投票用紙

はお持ちでしょうか？ 
では学生のみなさん、普段通り楽しくやっ

てください。では始まります。(寸劇風に始ま

ります)  



＜シナリオ＞ 

「ビブリオバトルの実演～ある日の研究室の風景」 

 
(SE 授業終了のチャイム) 
ナレーション：ここは沖縄国際大学図書館情報学ゼ

ミの研究室です。研究室では 2 名が退屈そうにマン

ガを読んでいます。そこに、授業を終えた 4 名がノ

ートやカバンをもって研究室に入ってきます。 
(口々にあいさつを交わす) 
学生 A「一、二、三、四、五、六…」 
学生 B「はい、みんな揃いましたねー」 
学生 C「みなさん、今日は定例ビブリオバトルの日

ですが、本は持ってきましたか？」 
学生たち「はーい」「前は○○さんがチャンプだったよ

ね」「今日は負けないぞー」 
司会「あ、いっけない！ 私、本、忘れちゃった！」 
学生 E「もー、○○さんったら、ドジなんだから」 
学生 D「じゃぁ、○○さんは司会ね」 
学生 B「1 人足りないけど、先生はやりますかー？」 
先生「先生は観客でいいでーす」 
学生たち「えー、先生もやればいいのに～」 
司会「では、ビブリオバトルを始めます。私は司会・

進行を担当する、○○○です。よろしくお願いします。

今日の発表者は A さん、B さん、C さん、D さん、

E さんの 5 人ですね。あ、なぜだか、今日は研究室

の外の廊下からこっちを見てる人がいっぱいいます

ね」 
(会場のみなさんのことです) 
司会「じゃぁ、先生も含めて、残りのみなさんは「観

客」ということでよろしくお願いします。はじめに、

ビブリオバトルのルールを説明いたします。 
○ 本やエピソードを紹介するための小道具の使用

は可能です。 
○ レジュメの配布、読み上げレジュメの持ち込み

は禁止です。ただし、本へのメモ書きや付箋の

添付などは認められています。 
○ パワーポイントなどのプレゼンテーションツー

ルの使用は禁止です。 
○ 発表者は 5 名を予定しています。発表者は必ず 5

分を使い切ってください。このあとこちらのモ

ニタにカウンターを表示しますので参考にして

ください。 
○ 1 人の発表後にその本の内容や書評についての

ディスカッションを行いますが、発表内容の批

判をするようなことはせず、発表内容で分から

なかった点の追加説明や、「どの本を一番読みた

くなったか」を判断するための材料を得ること

を目的としてください。 
○ 5 人の発表が終わった後、ここにいる全員でどの

本がよかったか、投票していただきます。投票

の基準は、書評を聞いてどの本が読みたくなっ

たか、でお願いします。 
○ チャンプ本が複数となった場合は決選投票を行

います。 
なにか質問はございますか？ では、はじめに書

評の順番を決めていただきます。発表者はこちらの

箱の中から 1 枚、カードを引いてください。 
(1～5 までの番号が書いたカードを引いてもらう) 
本日は 10 月 31 日ですので、1＋0＋3＋1＝5、5

番さんから発表をお願いします。発表する人はこち

らに座ってください。では開始します。よろしくお

願いします」 
(SE チーン) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(左上から、栁堀夏乃さん・玉城愛佳さん・上原健嗣

さん・幸地真さん・瀬良垣杏さん・瑞慶覽千咲さん) 
(5 分経過) 
司会「○○さん、ありがとうございました。ここで 3
分間のディスカッションを行います。何か発表者に



聞いてみたいこと、感じたことなどはありますか？ 

あれば挙手をお願いします。質問は観客の皆さんか

らしていただいても構いません」 
(3 分経過) 
司会「では時間になりましたので、これで○人目の発

表を終わります。次の発表者の番号は、○○さん(発表

を終えた人)が選んでください」 
学生 A「○番」 
司会「では○番さん、こちらにお願いします。(真ん

中の席に移動) 
(司会は発表を終えた人から本を借りて、脇のテーブ

ルの上に立てておく) 
(以上を繰り返す) 
 

 

 

 

 

 

 

司会「これで 5 名の発表が終わりました。これから

全員でどの本がよかったか、チャンプ本を決めるた

めの投票を行います。では、今手元にあるこちらの

用紙に、印象にのこった本の番号 A～E を 1 つだけ

記入してください。発表者は自分の本は書かないよ

うにしてください。廊下の外で見ていただいている

野次馬のみなさんも良かったら投票してください」 
(司会、全員が書き終わったころに) 
司会「では投票をお願いします」 
(投票が終わってから) 
司会「ではこれから集計を行います。しばらく休憩

してお待ちください」 
(司会はいったん会場の外に出て集計) 
司会「集計結果がまとまりました。今回の準チャン

プ本は…この本です。おめでとうございます。おめ

でとうございます」 
学生たち(拍手しつつ)「やったー」「くやしぃー」「残

念」「またやろうー」 
司会「ではビブリオバトルはこれにて終了です。あ

りがとうございました」 
(SE 授業開始のチャイム) 

 

 

 
 

(※今回は、岡本信明著・川田洋之助『どんぶり金魚

の楽しみ方 世界でいちばん身近な金魚の飼育法』池

田書店, 2014 がチャンプ本に選ばれました) 

 
■第三部 ビブリオバトルを図書館活動・読

書推進にどう生かすか？ 

(対談：沖縄国際大学 山口真也×琉球大学 

望月道浩、司会：沖縄県立図書館 山内久江) 

山内： 学生のみなさん、ありがとうござい

ました。観客の皆さまもディスカッション、

投票にご参加いただきありがとうございます。

ビブリオバトルの楽しさが伝わったのではな

いでしょうか？ 残り時間が少なくなってき

ましたが、セミナー後半は、ビブリオバトル

を図書館活動や読書推進にどう生かすか、と

いうことを、望月先生にも参加していただい

て、参加者の皆様とともに話し合っていきた

いと思います。ここからは進行役として、県

立図書館・山内も加わります。よろしくお願

いします。 
山内： ビブリオバトルは文部科学省による

「第三次子どもの読書活動の推進に関する基

本計画」の中で取り上げられています。ただ

し、その実施についてはいろいろな疑問や不

安も寄せられています。図書館関係者の中に

すこし批判的な意見があるとも聞いておりま

す。この対談では、そうした疑問をどう考え

ればよいか、を皆様と一緒に話し合っていき

たいと思います。まず、望月先生から、ビブ

リオバトルへの一般的な疑問、批判について

紹介いただけますか？ 



望月： 私自身がそう考えている、というこ

とではないのですが…、本日はよくある疑

問・不安を 4 点ご紹介して、ビブリオバトル

の運営のご経験がある山口先生と本日参加し

た学生さんの意見も聞いたりしながら、皆さ

んと一緒に 3 つの論点について議論を深めて

いきたいと思います。 
 

  
 
(1) 本を紹介し合うだけではダメなのか？

(読書と競争はなじまないのでは？) 

望月： 1 つ目に取り上げたい疑問・不安は

「チャンプ本を決める必要があるのか？」「本

を紹介し合うだけではダメなのか？」という

ことです。ビブリオバトルについては、一所

懸命準備した子どもがかわいそうだし、子ど

もたちはただでさえ毎日いろいろなところで

競争に駆り立てられているわけですから、読

書にまで競争を取り入れるのは反対、という

学校関係者の声も身近に聞いたことがありま

す。チャンプ本を決めなくても、ビブリオバ

トルの効果は十分発揮できるのでは？、とい

う疑問にどう答えればいいのでしょうか？ 
山口： 私自身も、読書は 1 人 1 人の営みで、

「競争」はなじまない気がします。実はビブ

リオバトルは発表者のことを「バトラー」と

呼ばないといけないのですが、バトラーとい

う言葉はあまり好きではないので、今日は極

力使わないようにしました。ビブリオバトル

の運営委員会が出している本にも、なぜチャ

ンプ本を選ばないといけないの？、という批

判はたびたび寄せられるということは書いて

あります。ただし、チャンプ本を選ばないと

「バトル」というゲーム性がなくなってしま

うので、チャンプ本はぜひ決めてほしいとい

うことが書かれています。「子どもが傷つくの

では？」「負けた子どもがかわいそう」という

批判に対しては、「勝てなかった人への配慮も

ちゃんと盛り込まれているので心配は無用で

す」と書かれています。つまり、「ビブリオバ

トルでは、発表者ではなく「本」に対して投

票をします。つまりルール上、勝つのは発表

者ではなくて、自分が紹介した本ということ

になります。当然、負けたのも発表者ではな

くて、自分が紹介した本ということになりま

す。(中略)負けたときには「紹介した本がイ

マイチだった」という気持ちの逃がし場所が

ある」のだそうです 6。 
望月： 実際にビブリオバトルを経験した学

生たちはどう感じているのでしょうか？ 
 

  
 
学生 F： そうですね…。公式ルールでは、

チャンプ本を選んでいるだけで、人を選んで

いるわけではないから、チャンプになれなか

ったら、本を替えてまた頑張ろう、という前

向きな気持ちになる、と説明されているとい

うことですが、好きな本を紹介しているだけ

に、「本がイマイチだった…」と本のせいにす

るのも気が引けます。結局は、自分のスピー

チ力、アピール力、語彙力などに責任を感じ

てしまうと思います。チャンプ本を選ぶこと

は絶対ダメ、とまでは思いませんが、小さな

子どもたちがやるときは、選ばれなかった人

へのあとからのフォローが大事だと思います。 

────────────── 
6 ビブリオバトル普及委員会編著『ビブリオバトル 
ハンドブック』子どもの未来社, 2015, p.16 



山口： フォローが必要ということですね。

…確かに、今回、実演をしてくれた 5 人を選

ぶために授業の中で予選会を開いたのですが、

その時、フォローになっていたか分かりませ

んが、チャンプ本じゃなかった学生には、「先

生はこの本に入れたんだけどなぁ」とさりげ

なく言ってみたりしました。あ、これは嘘じ

ゃないですよ。あと、ビブリオバトルは上位

1 名しか発表しないので、さりげなく、「どの

本にも票が入っていたんだけどね」と言った

りしたような気もします。あ、これは嘘です。

ごめんなさい。でも、そういう教育的なフォ

ローはさりげなくあった方がいいかなぁとい

う気はします。気を使いすぎでしょうか…。 
望月先生： 無理やりまとめると、競争がも

つプラスの面とマイナスの面があるというこ

とでしょうか。これは教育の永遠の課題のよ

うな気もしますが、いま学生さんから小学生

の話がでていましたので、小学校での担任と

してのご経験が長い司会の山内先生がどう思

われるか、教えていただけますか？ 
山内： 小学生は単純にゲーム性があった方

が盛り上がるのではないかと思います…。 
「チャンプ本」を目指すという目標を持たせ

ることで、スポーツ的なゲーム感覚が得られ

意欲的に取り組めるのではないかと考えます。 
今日の実演を見てビブリオバトルは、紹介本

の良さや楽しさをグループで共有すると共に、

表現力やコミュニケーション能力を育成し、

国語力の向上を図ることのできる手法だと感

じました。 
望月： バトルという言葉に不安を抱いてし

まうところがありましたが、小学生の間では、

さまざまなアニメのキャラクターのバトルカ

ードなるものが流行っていますし、様々な読

書活動の一つとして、子どもたちに読書への

興味を誘うキャッチコピーとしては有効かも

しれませんね。山内先生、ありがとうござい

ました。 
 
(2) どのようなメンバーが適しているの

か？ 同世代？、異世代？ 
望月： ２つ目の論点はメンバーの構成につ

いて、です。公共図書館でイベント型として

ビブリオバトルを実施する際に悩みになって

くるのが、同じ世代で集まった方がよいのか、

色々な人が集まった方がよいのか、というこ

とではないかと思います。同じ世代が集まっ

て本を紹介する方が読書興味が近いので盛り

上がりそうですが、反面、読んだことがある

本ばかりを紹介し合うような気もします。実

際に、昨年、うるま市での各学校の図書委員

の代表選でのビブリオバトルでは、全く同じ

『妖怪アパート』の本を 2 人が紹介していま

した。逆に、70 歳の男性と 13 歳の女子中学

生が同じテーブルに座っても、世代が違いす

ぎても読書興味が重ならない気もします。 
山口： 個人的には、イベント型ならば、発

表者だけでなく観客もある程度は世代を限定

してやった方が「読書推進」という意味では

効果があるのかな？、と思いました。私も昨

年のうるま市での中学生のビブリオバトルを

見せてもらいました。中学生のプレゼンテー

ションそのものは凄く面白かったのですが、

やはり 40 過ぎのおじさんが中学生が好きな

本(ライトノベルなど)を読みたくなるか、と

いうとちょっと難しい気もしました。今回の

実演に向けての授業の予選会でも、受講生 9
人を 2 つのグループに分けたかったので、私

も入って予選会を行ったのですが、私 1 人が

圧倒的におじさんでしたので、私が紹介した

本を読みたくはならなかったと思うんですね。

ちなみに私は、こちらの『スケバン刑事』、じ

ゃなくて、2 代目スケバン刑事を演じた、80
年代のアイドルの南野陽子さんの名エッセイ

『月夜のくしゃみ』(角川書店, 1989)を紹介し

ましたが、学生は、しーん、としていました。 
望月： 同じ世代で集まった方が楽しいとい

うことですね。ただし、同世代だけで集まっ

てやってみると、お互いにすでに読んだこと

がある本ばかりにならないか、という問題も

出てこないでしょうか。ビブリオバトルでは、

最終的には、プレゼンの上手下手ではなく、

読みたくなった本を 1 冊選ぶわけですから、

知っている本を紹介しあう可能性が高い同世

代の場合、ゲームの前提が成立しませんし、



もっと言えば、先ほども言いましたが、紹介

する本が 5 人の中で被る危険性もありますよ

ね。でも、異世代でやると読書興味が重なら

ない、おじさんからアイドルのエッセイを紹

介されたりする…、読書推進という面だけで

考えるとちょっと無理のあるゲームのように

も感じます。でも、知っている本を紹介され

たとしても、また読んでみよう、という気持

ちになることもあるのでしょうか。 
山口： 実は私は今回、学生が紹介した本の

中で 1 冊だけ、東野圭吾さんの『どちらかが

彼女を殺した』(講談社文庫, 1999)は読んだこ

とがありました。ただ、紹介した学生さんが

ディスカッションの中で会場からの質問に対

して答えた、「中学生の頃はどちらが犯人なの

か、しか気になっていなかったけど、今回、

再読してみて、確かに犯人はこちらの人だけ

ど、もう 1 人は犯人じゃないと言えるのか、

考えてしまった」という感想はとても興味深

かったです。自分が読んだことがある本でも、

新しい読み方ができる、そういう紹介のされ

方をしたら、再読してみたくなる、という意

味で 1 票入れることもあるかもしれません。

ちなみに私は今回は、『どちらかが彼女を殺し

た』に 1 票入れています。 
望月： なるほど。では、会場の皆さんに少

し聞いてみましょう。同世代でやるのがいい

か、色々な人が集まってやるのがいいのか？ 

…と言ってもなかなかご発言は難しいかも

しれませんので、挙手をお願いできますか？ 
望月： だいたい半分くらいでしょうか。両

方、手を挙げている方もおられましたね。強

引にまとめますと、異世代、同世代、それぞ

れにメリットがあるということになるでしょ

うか。ちなみに、「読書推進」というところか

ら少し離れて、広く図書館サービスの、社会

教育としての機能を考えると、異世代で実施

する場合、日常生活でなかなか交流できない

世代の人と触れ合う機会になるという効果も

あるのかなと思います。読書推進か、また別

の目的か、イベントの位置づけをしっかり考

えて取り組むべきなのかなと思います。 
 

(3) 読書のプライバシーについて気を付け

るべきことはないか？ 
望月： 次の疑問・課題は、プライバシーの

問題です。いま、「図書館戦争」という映画が

公開されていますが、その中に出てくる、「図

書館の自由に関する宣言」という、図書館関

係者ならよく知っているガイドラインがあり

ます。この宣言には「利用者の秘密を守る」

という原則が出てきます。伝統的に図書館界

では、利用者の読書を「秘密」として保護し

てきた経緯があります。ビブリオバトルは自

分が好きな本を積極的に人に伝えて、本の紹

介を通して、自分自身もさらけ出すような部

分がありますが、この宣言とちょっとなじま

ないのではないか、という疑問もあるように

思いますが、このことについてどのように考

えればよいでしょうか？ 参加した学生さん

から何か意見はないでしょうか？ 
 

  
 
学生 G： 読書には自分の趣味が反映される

ので、それを他人に伝えるのはかなり恥ずか

しいかもしれません。例えば、ラノベだった

り、同人誌だったり、BL だったりすると、

本当にその本が好きでもビブリオバトル向き

じゃないと思うかもしれません。特に、今回

のように、ある程度顔見知りの関係だったり、

クラスメイトという微妙な関係だったりする

と、知らない人に伝えるよりももっと慎重に

なるかな、とも思います。反対に、イベント

形式で、会場にいる人がほとんど知らない人

の方が、一生会うことのない人たちだから、

好きな本を正直に紹介できるような気もしま

す。人間関係がこの後続いていくような場で



の本の紹介のときは、心の内が読まれないよ

うに、当たり障りのない本を選んでしまうよ

うな気がします。 
望月： 自分と相手との関係性によってプラ

イバシーの感覚が変わるということですね。

なるほど。 
山口： いま学生さんの発言を聞いていてふ

っと思ったのは、人は変わっていく生き物な

ので、恥ずかしさの感覚も変わるんじゃない

か、ということです。小学校の司書の方に聞

いたことがあるのですが、図書館のカウンタ

ーで接していて、子どもは昨日と今日で別人

みたいに見えることがあるらしいんですね。

例えば、ある女の子が、昨日まで面白がって

いた占いの本とかを、次の日から「ふん」と

いう感じで見向きもしなくなる、ということ

があるそうですね。つまり、成長するにつれ

て、自分が過去にこんな本を読んでいたんだ、

ということが恥ずかしく、子どもっぽく感じ

ることもあるかもしれません。いま、ヨーロ

ッパで「忘れられる権利」が認められつつあ

ります。グーグルの検索結果から、過去の犯

罪歴などが表示されないようにする、という

判決が出されているそうです。公共図書館で

ビブリオバトルを実施した際に、よくその結

果がサイトに公開されているのですが、顔写

真だけでなく、名前、読んだ本も載っている

ことが多いです。もちろん本人とか保護者の

同意がその瞬間はあっても、ずっとそれがネ

ット上に残っているとどう活用されるか分か

らない怖さもあると思います。図書館、学校

のイベントとして行う際には、ネットへの情

報展開にあたっては、参加者の自己責任とせ

ずに、個人情報を守ための対策は必要かなと

思います。 
望月先生： 確かに、ビブリオバトルのイベ

ントは YouTube にもよく公開されています

が、その点は何らかの注意が必要になるかも

しれません。ビブリオバトルは、ブックトー

クと異なり、個人の想いが強く顕れてくる活

動でもあり、ゲーム性ともあいまって思わず

自分の内面をさらけ出してしまうということ

もありますね。主催する側の配慮として、例

えば、インターネットに情報をあげる際には、

タイトルを伏せる…というのはチャンプ本

を選んでいる性質上難しいかもしれませんが、

写真は載せるけど、名前は載せない、名前は

載せても本と対応しないようにする、といっ

た工夫はあってもよいかもしれませんね。こ

のような主催する側の配慮というのは、まだ

あまり認識されていないかもしれませんので、

気を付けたいところですね。 
 
(4) 公共図書館への提案 (山口より) 

山内： 対談で盛り上がってしまって、残り

時間が少なくなってきました。いまいろいろ

議論をしてきたように、ビブリオバトルには

疑問点、不安な点もありますが、図書館活動

や学校での教育活動に生かすとしたらどんな

形がよいのでしょうか。本日のセミナーをま

とめるような形で、お二人の先生にご提案し

ていただきたいと思います。まずは公共図書

館への提案を山口先生からお願いします。 
 

➊ 公共図書館の職員研修としての実施 

 

山口： 冒頭でビブリオバトルの効果をご紹

介しましたが、そこには読書推進という目的

だけでなく、中高生、ヤングアダルト層に自

己認識、自己表現の場を与える、といった教

育的な効果もあると考えられていますので、

イベント型ももちろんどんどんやっていいと

思います。ただ、いまの公共図書館はただで

さえイベントが多いですよね。事前に参加を

呼びかけて、当日どのくらいのお客さんが来

てくれるか心配で眠れなくて、1 つ 1 つのイ

ベントに十分な準備の時間もとれないままイ

ベントが始まってしまって…、ということに



もなりかねません。 
ですので、いきなりイベント型のビブリオ

バトルを開催するのではなく、まずは図書館

員自身がその面白さを体験する、というとこ

ろから始めてみてはどうかな、と思います。

冒頭で紹介しましたが、北部地区の高校図書

館では、学校司書が集まって「高校生に勧め

る本」というテーマでビブリオバトルを開催

しています。公共図書館でも、「子どもに勧め

る本」「大人にすすめる本」「ビジネスマンに

すすめる本」といったテーマを決めて、職員

研修の一環として取り入れてみたら、①ブッ

クトークのスキルも身につきますし、②この

図書館にはこんな面白い本があったんだ、と

いう、資料知識を深める機会にもなってくる

と思います。 
それともう 1 つ、公共図書館はチームで仕

事をしないといけませんが、もともと司書を

目指す人はさっぱりした人(？)が多いので、

お互いのことをあまり知らなかったりしない

でしょうか。ビブリオバトルを通してコミュ

ニケーションをはかることは、チームで仕事

をする図書館現場にはよい影響が出るのでは

ないでしょうか？ 職員研修として取り組ん

でみる、職場の人間関係作りのために取り組

んでみる、ということを第一に提案させてい

ただきます。 
 
➋ 司書の専門性を伝える場として活用 

 
山口： もう 1 つの提案は、利用者参加型の

イベントを開催する場合、そこに司書も加わ

ってみてはどうか？、ということです。全国

のイベント型のビブリオバトルでは司書が参

加するとしても、司会という役割が多いよう

に思います。でも、司書も本好きの 1 人です

から、発表者として参加してみるともっとイ

ベントが盛り上がるのではないでしょうか？  
厳しい時代の中で、司書という職業を専門

職として残していくためには、利用者に今ま

で以上にしっかりとその専門性を伝えないと

いけないと思います。選書、分類、目録など、

司書の専門性はたくさんありますが、テクニ

カルな部分は利用者に見えづらいという欠点

があります。利用者＝住民に、司書の専門性

を伝えるためにも、ビブリオバトルに参加し

てみてはどうでしょうか？ 
もちろん、司書は面白い本をいっぱい知っ

ているので、利用者とバトルをすると、毎回

司書が勝ってしまうかもしれません。利用者

からすると面白くないかもしれませんが、逆

にそうした「最強のチャンプ」がいて、その

人を打ち負かそうと、色々な利用者がチャレ

ンジしてくる、そういう利用者との関係性が

できたら、それはそれで図書館の日常風景が

とてもアクティブになるのではないかと思い

ます。もしそういう機会があったら、私も利

用者として参加したいなぁと思います。私か

らの提案は以上です。本日はありがとうござ

いました。 
 

(5) 学校現場への提案 (望月より) 

山内： 望月先生には、学校図書館の委員会

活動や利用者向けのイベント、または、学校

でのクラスの取り組みなど、学校現場への提

案をお願いします。 
 
➊ 系統的な読書指導・活動の手段として 

望月： 学校や学校図書館でのビブリオバト

ルの実践については、冒頭の山口先生からの

紹介にもありましたように、うるま市立具志

川東中学校の図書委員会活動として 2013 年

から継続開催されていますので、私がここで

具体的にビブリオバトルの取り組み方の提案

をするというよりは、学校教育のなかでビブ

リオバトルの活動はどのように位置づけられ

るのだろうか？という観点からお話しさせて

いただくことになるかと思います。 



具体的には、児童生徒の実態を踏まえた系

統的な読書指導・活動のどこにビブリオバト

ルを位置付けていけば良いのだろうか？とい

うことです。 
例えば、読書指導・活動にかかわり小学校

や中学校の国語科の学習指導要領を見てみま

す。口頭で読み上げてみますが、小学校では、

低学年で楽しんで読書しようとする態度を育

て、中学年で幅広く読書しようとする態度を

育て、高学年で読書を通して考えを広げたり

深めたりしようとする態度を育てることが謳

われています。中学校ではそれらをベースに

しながら、読書を通してものの見方や考え方

を広げようとすること、読書を生活に役立て

ようとすること、読書を通して自己を向上さ

せようとすることといった態度を育てること

が謳われています。小学校から中学校にかけ

ての国語科の学習指導要領から見た場合とい

うことになりますが、「児童生徒が主体的に本

や文章にかかわる読書活動」が意図されてい

ることがわかります。 
あらためて、学校教育のなかでの系統的な

読書指導・活動を振り返ってみたときに、ビ

ブリオバトルが読書指導・活動の目的なのか

手段なのかということは、常に考えていかね

ばならないことなのだろうと思います。具体

的には、発表者同士のバトルを通してチャン

プとなることが目的というよりも、ビブリオ

バトルを通して（あるいはビブリオバトルを

終えた）、その先に子どもたちのどのような姿

（変容）を想定して実施しているのかという

ことを併せて考えておくことが大切かと思い

ます。 
ドイツの教育哲学者にオットー・フリード

リヒ・ボルノーという人物がいます。ボルノ

ーは、『問いへの教育』（Ｏ．Ｆ．ボルノー（森

田孝,大塚恵一訳）『問いへの教育』（増補版）

川島書店,1979 年,pp.192-198．）という著書

のなかで、「「話す」と「聞く」の相互交渉の

過程である「対話」には、一方で「開いた心」

を必要とする」と述べ、「自らの考えを率直に

述べるのは「冒険」である」ということを主

張しています。ビブリオバトルもまた、「話す」

と「聞く」の相互交渉の過程を伴う活動かと

思います。今回、山口先生のゼミの学生のみ

なさんが実践していただいたわけですが、い

かがでしたか？ 
ビブリオバトルでチャンプ本に選ばれるた

めには、時として自分自身の内面を語らなけ

れば伝わらない（選ばれない）、と感じられた

ところはありませんでしたか？ 
ビブリオバトルは、発表者だけが舞台で演

じるものではなく、参加者からの質問なども

引き受けながらの相互交流にその魅力がある

のだろうと思います。ボルノーのいう「「対話」

を生み出すには、心を開くという「冒険」を

自ら引き受けなければならない。」ということ

を踏まえつつ、学校でのビブリオバトルを考

えてみると、パワーポイントに示したように

「日頃からの各教科における学習形態（ペア

学習、グループ学習など）における子どもた

ちのかかわり合いの延長として少人数による

コミュニティ型やワークショップ型のビブリ

オバトルをめざして導入していくのが良いの

ではないか。」というように、子どもたちが「冒

険」を引き受けやすいような関係性を築いて

いくことが大切なのだろうと考えます。 

 
これは、何もビブリオバトルのためにとい

うことではありません。言葉を介したやり取

りは、日常生活においても必須の事柄である

ことは確かです。パワーポイントの下部に示

した図のように、子どもたちがその内面（心）

に秘めている思い（言葉）というものがあっ

ても、それを外に出さなければなかなか相手



に伝えていくことは難しいということがあり

ます。内言を外言化するという活動は、学校

教育に閉じたものではなく、日常生活に開か

れた活動であると考えることができます。外

言化するには、さまざまな手段があるかと思

いますが、ビブリオバトルも子どもたちが内

言を外言化することを考え・体験できる手段

の一つとして有効にはたらく可能性は高いか

もしれません。 
 
➋ 言語技術プラス・アルファの活動として 

先ほど、「かかわり合いの延長」としてビブ

リオバトルをというお話しをさせていただき

ましたが、学校や学校図書館で取り組むとな

った場合に、とくに中学・高等学校段階で取

り組む意義が大きいのではないかと感じてい

ます。 
小学校段階であれば、担任教員と過ごす時

間も長く、いわゆる縦割りといわれるような

学年を越えた交流による学び合いも多いかと

思います。学習形態もペアやグループでの学

習が適宜実践されたりと他者とかかわり合う

学びが多いのが小学校の特徴であったかと思

います。 
中・高等学校段階になると、各教科の内容

が専門的になってくるということもあり、ど

うしても教科の枠というものが強く立ち顕れ

てきてしまいます。学年の枠というのも強ま

ってくるかと思います。現に、教科セクト主

義や学年セクト主義というように教科の枠、

学年の枠に縛られてきたことの弊害として、

批判されてきたことにも顕れているかと思い

ます。教科を越えてのつながりであるとか、

学年を越えてのつながりが、同じ学校のなか

であるにもかかわらず意外に希薄であったた

めに、子どもたちの学びも閉ざされてきたの

ではないかという課題です。 
もちろん、これらの批判や課題については

中学校や高等学校でもその改善に向けた取り

組みが進められていることは確かであること

は付け加えておきたいと思います。 
それであればこそ、中学校や高等学校でビ

ブリオバトルに取り組む意義は大きいとあら

ためて考えることができます。中学生段階の

読書能力については、読書技能が成熟し多読

や目的に応じた読書ができるようになる時期

ということで「展開読書期」の後期にあたる

と指摘されています。これは、読書能力の発

達段階研究で良く紹介される阪本一郎先生に

よって示されました。すでに、６０年以上経

過した読書の発達段階研究であることから、

現状に即しているとは言い難いとの指摘もあ

りますが、読書の幅が広がり目的に応じて本

を選択して読めるようになるという年代であ

る可能性を持っているという点については、

先に紹介した国語科の学習指導要領の読書指

導とのかかわりからも明らかかと思います。 
つまり、読書能力の発達段階と照らしてみ

ても、ビブリオバトルの本質に迫ることを考

えれば、中学校段階からが望ましいと考えま

すし、教科の枠や学年の枠を越えた学校教育

のなかでの営みとして考えても、中学校・高

等学校でビブリオバトルに取り組む必要性と

いうことも感じられます。 
蛇足かもしれませんが、数年前に小惑星探

査機の「はやぶさ」が、小惑星のイトカワか

ら微粒子を採取し、地球に帰還し話題になり

ました。映画化もされましたのでご覧になっ

た方もいらっしゃるかと思います。優秀な研

究者が「はやぶさ」の開発に携わったわけで

すが、「はやぶさ」のミッションは小惑星から

微粒子を採取し持ち帰るということだけでは

なく、新たなロケットエンジンの開発でもあ

ったわけです。そこに向き合うのは人間であ

る研究者です。ちょっと極端な言い方になる

かもしれませんが、ただ単に、新しいロケッ

トエンジンの開発をしましょうと掲げても、

そこにかかわる研究者のモチベーションは高

まらないので、小惑星「イトカワ」に行って

帰ってくることのできるロケットエンジン開

発を求め、イオンエンジンという新しい技術

を確立させました。つまり、小惑星「イトカ

ワ」から微粒子を採取することが目的ではな

かったわけです。新型ロケットエンジンの開

発という目的のために小惑星探査をいう手段

を選んだということになります。 



本題にもどります。 
学校教育における国語科などでは、小学校

の段階から、おすすめの本を紹介し合う活動

やリーフレット、パンフレット、新聞などの

形態に調べたことをまとめる活動を通して、

「聞く・話す・読む・書く」といったことを

学び、思考を論理的に組み立て、相手が理解

できるように分かりやすく表現することとい

った、多様な言語技術の習得をめざす学習が

展開されていることと思います。 
しかしながら、今、パワーポイントで示し

ているように、「言語技術は習得しているのに

「話さない」子、「読まない」子、「書かない」

子がいるのであり、実際に言語活動ができる

ためには、言語技術プラス・アルファが必要」

ということも指摘されています。 

 
生きてはたらく言葉を子どもたち自身のこ

と（自分ごと）として捉えなければ、せっか

く習得した技術も宝の持ち腐れになってしま

います。小学校での学習を中学校・高等学校

で生かし、生活に根ざしたものとしていくた

めにビブリオバトルの可能性として、中学

校・高等学校段階で取り組む意義が高いので

はないかと思います。 
 
➌ 「不便益」の活用 

こちらのスライドをご覧ください。これは、

学校・学校図書館に限ったことではありませ

んが、ビブリオバトルの取り組みについては、

「不便益」というキーワードでとらえられて

いる面もあります。 
 

山口先生より、第 1 部にて解説いただいた

ようにビブリオバトルは、「いつでも・どこで

も・だれとでもできるのがビブリオバトル」

ではあるものの、ビブリオバトルの楽しさや

ワクワク・ドキドキ感というのは、まさに今

日、この場に集ったみなさんが一番感じられ

たところなのではないかと思うのですがいか

がでしょうか？ 
先日、10 月 12 日（月・祝）の午後３時頃

から午後５時頃にかけて、ＮＨＫラジオ第一

で、東京八重洲ブックセンター本店からの公

開生放送にてビブリオバトルが放送されてい

ました。お聴きになった方もいらっしゃるか

もしれませんね。午後３時台は「食べたくな

る物語」、午後４時台は「食べたくなるノンフ

ィクション」といったように「食べたくなる

本」というテーマ設定のもとで実施されてい

たビブリオバトルでした。ビブリオバトルは、

テーマ設定をした方が良いのかどうかという

議論もあるかもしれませんが、ここではその

議論は一旦置いておきます。話を戻しまして、

ビブリオバトルがラジオで放送されていたわ

けです。リスナーからも、専用サイトから質

問・投票が可能でした。ただ、個人的には本

日のビブリオバトルのようにその場に参加し

ているのといないのとでは、ビブリオバトル

の醍醐味のようなものが大きく異なっている

と感じました。 
Ustream や YouTube でリアルタイムにビ

ブリオバトルの様子を配信することも可能で

はあるかと思うのですが、それではやはりビ

ブリオバトルの本質には迫れないのではない

かと感じるのです。そこが、ここで取り上げ

た「不便益」にかかわるところです。 
「不便益」については、京都大学の川上浩



司先生が、こちらのパワーポイントにも示し

たように、「手間いらずで効率的に要求が満た

せる『便利な道具』よりも、むしろ不便な道

具を使う方がうれしい」のだということを主

張されています。たとえば、最近、ＩＨ炊飯

器が進化してとてもおいしいお米が炊けるよ

うになっていますよね。一方で、土鍋で炊く

お米にも注目が集まっています。確かに、土

鍋で炊くのは手軽ではありませんし、ちょっ

と不便ではありますが、炊きあがったご飯は

おいしいんですよね。私が炊いたわけではあ

りませんが。まさに「不便益」の一例かと思

います。 
ビブリオバトルもネットやラジオでリアル

タイムに配信しながら実施することもできる

わけですが、場を設定して人々がそこに集ま

って対面しながら展開するという不便さが、

逆に面白さや楽しさに結び付いているのだと

思います。ウェブ上の SNS などで知り合っ

た人々が、わざわざオフラインミーティング

（オフ会）を開催するのもオンライン上だけ

では得らない要素を実感されているからなの

だろうと思います。読書の新たな楽しさを発

見するきっかけとして、ネットや新聞などの

書評欄も良いのだけれど、このようにみんな

が集まって展開するビブリオバトルが注目さ

れている背景の一つには、その場に集まるこ

との不便さが、逆に有効に働いていることの

証左なのだろうと思います。 
具体的な提案というよりも、ビブリオバト

ルについてあらためて振り返ってみた個人的

な感想を述べた程度になってしまいました。

繰り返しになるかもしれませんが、ビブリオ

バトルを通して子どもの姿がどう変わったの

か、図書館は楽しい・大好き、本は楽しい・

大好き、ということもめざしたいところです

が、学校というところにおいては、かかわり

合う学びの手段としてビブリオバトルをいか

に活用していくべきか、子どもの実態に即し

ながらみていくことも大切ではないかと思い

ます。私からの提案は以上の 3 点です。本日

はありがとうございました。 
山内： 望月先生、ご提案、ありがとうござ

いました。最後に本日、ビブリオバトルの実

演に協力してくれた学生の皆さんにもっと読

書に親しんでもらいたいということで、沖縄

県読書推進運動協議会より記念品(図書カー

ド)を、県立図書館館長・城間盛市よりお渡し

したいと思います。 

 

 
山内： 本日は沖縄国際大学の図書館学ゼミ

の皆さんの他に、琉球大学の望月先生の教え

子のみなさんにも受付、会場設営などをお手

伝いしてもらいました。学生の皆さん、講師

の先生方にもう一度大きな拍手をお願いして、

平成 27 年度図書館セミナーを閉じたいと思

います。本日はありがとうございました。 
 
■おわりに・アンケート結果の分析 

 今回のセミナーは、沖縄県図書館協会調査

研究部会の調査活動の一環として運営に協力

させていただいた。セミナー終了後には、参

加者の皆様に、第三部の対談のテーマにから

めた調査研究部会からのアンケート調査への

回答も依頼している。最後にアンケートの結

果を紹介したい。(セミナー参加者 40 名(関係

者、参加学生を除く)、有効回答数 23、回答

率 57.5％) 
 
Q あなたは、図書館セミナー「書評合戦(ビ
ブリオバトル)」に参加してみて、主催者とし

てビブリオバトルを実施してみたいと思いま

したか？ 
①実施してみたいと思った。  18（78%） 
②実施してみたいとは思わない。  2（8%） 



③どちらともいえない。  2（8%） 
④無回答   1（4%） 
➡その主な理由： 
「人が集められない」「少人数（4～5 人）な

らやってみたいと思ったが、大規模ならなん

か大変そうと思ったから」「大規模なものは

大変そうだけど、少人数の仲間内だけでやる

のはいい」「やはり率直に、本の面白さ、魅

力等がユニークなかたちでそれぞれ違った

感じで聞き手に伝わるから」「中学生に、自

分のおすすめ本を選ぶこと。読みとること。

それを他の人にすすめるために、表現や言葉

を選ぶこと。実際に発言する(語る）ことで、

コミュニケーション（伝える力）を育てるこ

とができると思う)「地域の方とも連携しつつ、

人を知ることもできるので、選書もしやすい

環境となると思います」 

 

Q あなたは、図書館セミナー「書評合戦(ビ
ブリオバトル)」に参加してみて、発表者とし

て参加してみたいと思いましたか？ 
①参加してみたいと思った。  13（56%） 
②参加してみたいとは思わなかった。 1（4%） 
③どちらともいえない。  9（39%） 
④無回答    0（0%） 
➡その主な理由： 
「実際に見てとても楽しそうだったし、又、

自分自身本を読み返す機会や新たな発見に

なると思ったから」「すすめたい本に共感が

えられることは楽しいことだ」「自信がない」

「本を紹介できるのは良いことだけど、発表

して意見を言い合うのは自分は苦手だなと

思ったから」「本の紹介を聞くのはとても楽

しかったので、やってみたいと少し思ったけ

ど、規模によるかなと思った」「自分が愛読

している作家の本をぜひ伝えていきたいか

ら」「分のおすすめ本をどのように紹介でき

るか、体験してみたい」「本の面白さも伝わ

る中、その人の熱意、人格も表現できるので

挑戦してみたい雰囲気でした」 

 
Q あなたの職場で「書評合戦(ビブリオバト

ル)」を実施する場合、どのような形式がよい

と思いますか？ (複数回答可) 
①イベント型    7（30%） 
②コミュニティ型    14（60%） 
③複数テーブルによるワークショップ型  8（34%） 
④職員研修型(司書、教員、図書委員が集ま

ったコミュニティ型)   4（17%） 
⑤その他(こんなふうにやってみたいとい

う提案はございませんか？)  0（0%） 
 
Q その他、図書館セミナー「書評合戦(ビブ

リオバトル)」に参加してみて、ご意見ご感想

などございましたらご自由にお書きください。 
「非常に面白かったです！質問ばかりして

すみません。『ムシウタ』と投票迷いました。

(甲乙つけがたかったです)十二国記とか最初

はライトノベルの範囲だったけど今は一般

小説だった。ライトノベルと一般小説の差を

質問したかったと後で思いました」「本をす

すめられて読むという生活は重荷にもなる

が、より確実によい本に出会える方法でもあ

る」「学生さんのみなさんおつかれ様でした」

「勉強になりました。同世代でやった方がい

いのあかなぁ？」「本の話しをききあう場に

居ることができて心地よかったです」「本を

介して人と人がつながる取組(手段)だと思い

ます」「頑張ってください！」「本は小さいの

で、実践中は後方のスクリーンに写していて

もらいたい！」「学校で実践するには、ビブ

リオバトルというよりも、ビブリオトーク、

ビブリオバトルと段階を踏むとよいかと思

う」「来年も企画をお願いします」 

―――――――――――――――――――― 
やまぐち しんや：沖縄国際大学 
もちづき みちひろ：琉球大学 

やまうち ひさえ：沖縄県立図書館 
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